
　　 内町小学校だより  
　　　　 　第３１号　令和７年１月３０日

　令和７年１月は、やや寒さも緩み穏やかなスタートとなりました。朝起きた時、
窓の外はまだまだ薄暗く感じるものの、日の入りは少しずつ遅くなってきています。
春に向けて季節は前に進んでいるようです。 
　１月２９日（水）に行いました本年度最後の授業参観では、保護者の皆様に、
大変お世話になりました。どの学年の子どもたちも、この一年間で成長した姿を
見ていただけたのではないかと思います。本年度も残り２ヶ月あまりです。しっ
かりと一年間のまとめをしてほしいです。 
　さて、前回お伝えした「学校トイレ洋式化・
床の乾式化工事」が１月２８日の検査をもって
完了となり、各階のトイレ全てが使用可能とな
りました。参観日の折に、ご覧になった方もい
らっしゃるかも知れません。新しくなったトイ
レを見た子どもたちの第一声は「うわ綺麗！」
でした。この機会に、スリッパを揃えることな
ど使い方を整えていきたいと思います。 
 
〔世界一大きな絵〕 
　焼きいも大会と、学校の業間・昼
休みの時間に、「世界一大きな絵」
プロジェクトに参加してもらいまし
た。自分の将来の夢や家族への感謝

 の言葉などを書いています。
　児童朝会の後、絵を囲んで記念写
真を撮りました。全国から集まった
絵は、沖縄県や大阪万博で飾られた
後、世界中から集まる絵と共にエジ

 プトへ送られ展示されるそうです。
 
〔佐川眞人（さがわまさと）先生が来校されました〕 
　１月２２日（水）に、内町小学校で学ばれた大先輩で、
ネオジム磁石の発見によるノーベル賞候補者の佐川眞
人先生が、本校を訪ねてくださいました。限られた時
間ではありましたが、６年生へ激励のお言葉をいただ
きました。佐川眞人先生のお話は、６年生の心に深く
伝わったようです。佐川先生ありがとうございました。
（内容は校誌「うちまち」で紹介します。） 
 
学校HPにも内町小学校だよりを掲載しています。　　　　　 
内町小学校HPアドレス                              　  ＱＲコード→ 
https://school.e-tokushima.or.jp/es_uchimachi     　   

（文責　松永健治） 


